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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年10月22日(2020.10.22)

【公表番号】特表2019-529554(P2019-529554A)
【公表日】令和1年10月17日(2019.10.17)
【年通号数】公開・登録公報2019-042
【出願番号】特願2019-536698(P2019-536698)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｋ  31/403    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4545   (2006.01)
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   Ｃ１２Ｑ   1/6869   (2018.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/99     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月10日(2020.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　がんの治療のための、有効成分としてｃ－Ｍｅｔ阻害剤を含む医薬組成物であって、前
記がんがＭＥＴ１０９２、ＭＥＴ１０９４またはＭＥＴ１１９５変異によって特徴づけら
れる、医薬組成物。
【請求項２】
　前記ＭＥＴ１０９２、ＭＥＴ１０９４またはＭＥＴ１１９５変異がアミノ酸置換である
、請求項１に記載の医薬組成物。
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【請求項３】
　前記がんがＭＥＴ　Ｖ１０９２Ｉ、ＭＥＴ　Ｈ１０９４ＬまたはＭＥＴ　Ｌ１１９５Ｆ
変異によって特徴づけられる、請求項１または請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記がんがＭＥＴ　Ｖ１０９２Ｉ変異によって特徴づけられる、請求項３に記載の医薬
組成物。
【請求項５】
　前記がんがＭＥＴ　Ｈ１０９４Ｌ変異によって特徴づけられる、請求項３に記載の医薬
組成物。
【請求項６】
　前記がんがＭＥＴ　Ｌ１１９５Ｆ変異によって特徴づけられる、請求項３に記載の医薬
組成物。
【請求項７】
　前記がんが肺がん、胃がんまたは乳頭状腎細胞がんである、請求項１～６のいずれか一
項に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記がんが乳頭状腎細胞がんである、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記がんがＩＩ型乳頭状腎細胞がんである、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　ｃ－Ｍｅｔ阻害剤が、サボリチニブもしくはその薬学的に許容できる塩、クリゾチニブ
もしくはその薬学的に許容できる塩、チバンチニブもしくはその薬学的に許容できる塩、
カボザンチニブもしくはその薬学的に許容できる塩、フォレチニブもしくはその薬学的に
許容できる塩、カプマチニブもしくはその薬学的に許容できる塩、オナルツズマブ、フィ
クラツズマブまたはリロツムマブである、請求項１～９のいずれか一項に記載の医薬組成
物。
【請求項１１】
　ｃ－Ｍｅｔ阻害剤が、サボリチニブまたはその薬学的に許容できる塩である、請求項１
０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　がんの治療が、患者のがんの代表的試料を、前記がんがＭＥＴ１０９２、ＭＥＴ１０９
４またはＭＥＴ１１９５変異によって特徴づけられるか否かを判定するため、インビトロ
で分析するステップを含み、ここで前記患者のがんがＭＥＴ１０９２、ＭＥＴ１０９４ま
たはＭＥＴ１１９５変異によって特徴づけられることが見出される場合、前記患者はｃ－
Ｍｅｔ阻害剤での治療に適する、請求項１～１１のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記がんが、ＭＥＴ　Ｖ１０９２Ｉ、ＭＥＴ　Ｈ１０９４ＬまたはＭＥＴ　Ｌ１１９５
Ｆ変異によって特徴づけられるＩＩ型乳頭状腎細胞がんであり、かつ前記ｃ－Ｍｅｔ阻害
剤が、サボリチニブまたはその薬学的に許容できる塩であり、６００ｍｇのサボリチニブ
をその遊離塩基形態で含む医薬組成物の１日１回投与で投与される、請求項１に記載の医
薬組成物。
【請求項１４】
　がん患者をｃ－Ｍｅｔ阻害剤での治療に対する彼らの適合性について確立するためにス
クリーニングする方法であって、患者のがんの代表的試料を、前記がんがＭＥＴ１０９２
、ＭＥＴ１０９４またはＭＥＴ１１９５変異によって特徴づけられるか否かを判定するた
め、インビトロで分析するステップを含み、ここで前記患者のがんがＭＥＴ１０９２、Ｍ
ＥＴ１０９４またはＭＥＴ１１９５変異によって特徴づけられることが見出される場合、
前記患者はｃ－Ｍｅｔ阻害剤での治療に適する、方法。
【請求項１５】
　患者のがんの代表的試料を、前記がんがＭＥＴ　Ｖ１０９２Ｉ変異によって特徴づけら
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れるか否かを判定するため、インビトロで分析するステップを含み、ここで前記患者のが
んがＭＥＴ　Ｖ１０９２Ｉ変異によって特徴づけられることが見出される場合、前記患者
はｃ－Ｍｅｔ阻害剤での治療に適する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　患者のがんの代表的試料を、前記がんがＭＥＴ　Ｈ１０９４Ｌ変異によって特徴づけら
れるか否かを判定するため、インビトロで分析するステップを含み、ここで前記患者のが
んがＭＥＴ　Ｈ１０９４Ｌ変異によって特徴づけられることが見出される場合、前記患者
はｃ－Ｍｅｔ阻害剤での治療に適する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　患者のがんの代表的試料を、前記がんがＭＥＴ　Ｌ１１９５Ｆ変異によって特徴づけら
れるか否かを判定するため、インビトロで分析するステップを含み、ここで前記患者のが
んがＭＥＴ　Ｌ１１９５Ｆ変異によって特徴づけられることが見出される場合、前記患者
はｃ－Ｍｅｔ阻害剤での治療に適する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記がんが乳頭状腎細胞がんである、請求項１４～１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ｃ－Ｍｅｔ阻害剤がサボリチニブまたはその薬学的に許容できる塩である、請求項
１４～１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　がんの治療用の薬剤の調製におけるｃ－Ｍｅｔ阻害剤の使用であって、前記がんがＭＥ
Ｔ１０９２、ＭＥＴ１０９４またはＭＥＴ１１９５変異によって特徴づけられる、ｃ－Ｍ
ｅｔ阻害剤の使用。
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